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完成したポスターは、商店街内の店舗等へ貼っていただく

ため、荻窪教会通り商店街にご協力のお願いへ行くことに。 

さらに、内容についても話し合いを通して磨きをかけた。 

例えば、「パンフラワーを出したいな」「その場で一緒に作れ

た方が楽しめるんじゃない？」「それなら、私の“帽子のひも

を作る”お店とコラボして、“帽子に似合うパンフラワーコーデ

ィネートワークショップ”ってことでお店にしましょうよ」とアイ

ディアに磨きをかけていた。さてさて、どんな「だがしや楽校」

となるか、乞うご期待！！（坂本） 

 

 

     

 

 

      

今回で大人塾も 7 回目。前回から話し合いを始めた教会通りで

のだがしや楽校について、引き続きの話し合いだ。今回は、内容と

広報、役割についての話し合い・制作を行った。 

まずは、この講座の恒例となったおしゃべり談議から。毎回テー

マを決めて 5 分ほどおしゃべりし合うこの時間が、その後の話し合

いのウォーミングアップになっているようだ。 

その後、前回と同じグループになって、だがしや楽校開催に向け

ての話し合い。ここからの進行は、以前に大人塾を受講したことの

ある受講生へバトンタッチ。まずは、広報チームを決めることに。長 

                     く販売員として働いてきた方を 

                     中心に、ポスター制作チームを 

                     立ち上げ、あっという間に素敵 

                     な手づくりポスターが完成！ 

（完成したポスターは右下写真） 

◆だがしや楽校開催へ向けて… 

↑姉妹講座（青梅市）からのお誘い。青梅でもだがしや楽校が！ 

みずほ 

銀行 

この辺りで

開催！ 

荻窪駅 
  

衛生 

病院 

 

↑ポスター制作中。。。そして、完成！ 

◆内容磨きは発想磨き 

↑だがしや楽校当日にお客さ

んに教えられるよう、グループ

で手芸を学習中。 
 

→全員で出店内容を確認。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆  この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と事実に基づき作成しております。 

 

第７回 遊びをふりかえる（その２） 

 

◆ 大人塾に参加中のオトナたちに聞く (①出身 ②座右の銘・好きな言葉 ③自分のつながり PR) 

          上野 茂代 

① 千葉県 

② 神様が見ている 

  黒田 叡子（クロちゃん） 

① 岐阜市（産湯は長

良川の水） 

② 可愛いね！ 

③ 手工芸、編物、ミシン

踏み、陶芸、藤編み 

 田渕 なつみ（なっつ） 

① 愛知県あま市 

② 気分転換 

③ コンピュータの仕事をし

ています。 

 

    田中 義男 

① 新潟（高田） 

② 気ばらず ゆっくり 

  のんびり 成り行きで

生きる 

③ 居酒屋めぐりは得意 

  いい店はみればわかる 

   

 

◆ワールドカフェでふりかえり 

遊びを実践したあとに、改めて皆で考えてみること

に。今回はワールドカフェを行った。各テーマのテー

ブルを回りながら、前に書かれた意見を参考に、さら

に自分の考えを深めたり、新たな視点を見つけること

ができる。４つのテーマは左図の通り。模造紙には、

参加者の考えが重層的に発展的にびっちり記入され

ている。「目的も、方法ももちろん大事だが、何といっ

てもまず「ＤＯ（行うこと）」が大事！」「大人の遊びは

難しいが、ビジネスと違って緩やかに考えるのがポイ

ント」などの意見も見られた。 

◆何もしゃべれなかった広石さん・・・ 

やはり重要なのは、皆の意見を聞いてからの個人

としてのふりかえり。きちんと自分の中で整理してみ

ることだ。そしてその後の広石さんの感想は・・・「今

日は学習支援者の負けです(笑)何もコメントできませ

ん。皆さんの遊びのパワーにやられました！」 と白

旗宣言。このパワー、今後はどう使っていくか？後半

のテーマである。  （記事：みなと） 

 

 

１．夏遊びの結果報告ｐａｒｔ２ 

２．ワールドカフェ 

３．個人でふりかえりまとめ 

ワールド
カフェ 

・遊びが楽しいってどういうこと？ 

・遊びがある暮らしと 
ない暮らしとどう違う？ 

・「まちで遊ぶ」ってどういうこと？ 

・大人の遊びは 

どこが難しい？ 

・遊びはプロセス
であり結果では
ない ・感動を共
有する ・強制さ
れない ・発見が
ある  

・「心のハードル」
が問題 恥ずかし
い、どう見られる
か？  ・スケジュ
ールあわせ ・感
動力減退 

・まちの人と遊
ぶ、まちの資
源で遊ぶ ・場
を先に決めな
いと大人は来
ない ・アルコ
ール抜きは可
能か？ 

・遊びのために頑
張れる！ ・日々を
豊かにするオプシ
ョン  ・非日常の
存在  ・幅が広が
る 

◆アソビもすごいが、発表もすごいのだ！ 

今回も 3週間の間に受講生同士が連絡をとりあっておこなった「アソビ」の発表から

スタート。動画あり、写真画像あり、プレゼンバージョンありと、まさに発表すらも楽し

み(遊び？）にしてしまう素晴らしさ。感想では、「横のつながりだけでなく、紹介者の大

人塾卒業生との縦のつながりもできた」「思わぬ話が聞けた」などと、意外な発見もあ

ったようだ。遊びの醍醐味は、この「想定外」のワクワク♪感かもしれない？ 


